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立
川
区
で
は
、
今
年
１
月
末
に
左
義
長
櫓

を
格
納
す
る
会
館
が
完
成
し
、
市
や
議
会
、

工
事
関
係
者
、
区
民
ら
を
招
き
、
2
月
１７
日

に
新
築
落
成
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

左
義
長
櫓
会
館
は
、
地
域
の
高
齢
化
や
櫓

の
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
上
袋
田
区
が
平
成

8
年
度
に
建
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
芳
野

（
平
成
１０
年
度
）、
下
後
（
平
成
１２
年
度
）、

下
袋
田
（
平
成
１３
年
度
）、
中
後
（
平
成
１４

年
度
）、
上
長
渕
（
平
成
１５
年
度
）、
上
後

（
平
成
１６
年
度
）
と
各
地
区
で
建
設
が
相
次

ぎ
、
組
立
櫓
は
現
在
で
は
数
基
と
な
り
ま
し

た
。立

川
区
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
中
で
、

組
み
立
て
や
解
体
に
よ
る
櫓
の
損
傷
防
止
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
櫓
の
保
存
と
作

業
の
安
全
確
保
、
伝
統
行
事
の
左
義
長
を
盛

り
上
げ
て
地
域
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
昨
春
の
区
総
会
で
会
館
建
設
を
決
定
し
、

１１
月
9
日
に
工
事
を
着
工
。

櫓
会
館
の
建
物
面
積
は
７０
㎡
、
敷
地
面
積

が
3
2
0
・
2
㎡
で
、
構
造
は
鉄
骨
造
平
屋

建
て
の
高
さ
9
・
6
メ
ー
ト
ル
、
幅
7
メ
ー

ト
ル
。
総
工
事
費
は
2
1
6
0
万
円
で
、
こ

の
う
ち
勝
山
市
か
ら
4
7
0
万
円
が
補
助
さ

れ
ま
し
た
。

立
川
区
民
は
、
囃
子
方
櫓
と
子
ど
も
櫓
が

新
築
さ
れ
て
移
動
式
と
な
り
、
ト
イ
レ
の
新

設
や
景
観
の
仕
上
げ
な
ど
に
よ
り
立
川
区
の

シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
と
喜
ん
で
い

ま
す
。

斎
藤
聰
区
長
は
、
落
成
式
で
「
左
義
長
を

伝
統
行
事
と
し
て
益
々
繁
栄
を
図
る
た
め
に

区
民
全
員
が
参
画
し
、
楽
し
く
賑
や
か
に
盛

り
上
げ
、
後
世
に
継
承
し
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
２４
日
の
午
後
2
時
頃
か
ら
、
芳
野
区

左
義
長
櫓
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
書
道

家
吉
川
壽
一
さ
ん
（
６５
）
に
よ
る
揮
毫
の
実

演
が
行
わ
れ
、
雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

に
も
関
わ
ら
ず
、
会
場
は
そ
の
様
子
を
一
目

見
よ
う
と
す
る
多
く
の
観
衆
で
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。

吉
川
さ
ん
は
福
井
市
出
身
で
、
奎
星
会
の

創
始
者
ら
に
師
事
し
て
持
ち
前
の
才
能
を
磨

き
、
小
学
１
年
生
の
頃
に
県
の
学
童
競
書
大

会
で
知
事
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
頭
角

を
現
し
ま
し
た
。

吉
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
中
国
の
北
京

新築祝いに披露された立川区民の左義長太鼓

吉川さんの揮毫の様子をじっと眺める皆さん

十二支の干支の間に「芳野福来」と見事な筆さばきで
一気に書きあげた吉川さん

や
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

な
ど
世
界
を
ま
た
に
か
け
て
多
岐
に
渡
る
書

家
活
動
を
展
開
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
武
蔵
」
の
題
字
や
毎
回
の
タ
イ
ト
ル
を

揮
毫
す
る
な
ど
、
そ
の
実
績
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
揮
毫
は
、
芳
野
区
に
在
住
の
か
た

の
伝
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
世
界
の
書

道
家
が
勝
山
で
揮
毫
す
る
の
は
ま
た
と
無
い

機
会
と
、
芳
野
区
以
外
か
ら
も
そ
の
噂
を
聞

き
つ
け
た
か
た
な
ど
が
続
々
と
詰
め
掛
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
吉
川
さ
ん
が
、
芳
野
区
の

か
た
に
福
が
来
る
よ
う
思
い
を
込
め
て
書
き

上
げ
る
と
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
芳
野
区
で
は
、
寄
贈
さ

れ
た
書
を
区
民
会
館
や
櫓
に
飾
る
な
ど
、
有

効
に
活
用
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

2
月
２２
日
、
ま
つ
り
の
前
日
に
、
福
井
県

公
報
で
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
の
県
無
形
民
俗

文
化
財
指
定
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
、
勝
山
左

義
長
ま
つ
り
が
正
式
に
県
指
定
文
化
財
に
な

り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
2
年
前
に
市
民
の
か
た
か

ら
県
指
定
へ
の
話
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
県
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
が
平
成
１８
年
と
１９
年

の
2
年
に
亘
っ
て
現
地
調
査
な
ど
の
事
前
調

査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
指

定
と
し
て
十
分
な
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
平
成
１９
年
１０
月
３０
日
、
左
義
長
ま
つ
り

を
管
理
す
る
１３
区
の
区
長
の
同
意
を
得
て
、

連
名
で
「
福
井
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
指

定
申
請
書
」
を
提
出
。
県
文
化
財
保
護
審
議

会
が
県
教
育
委
員
会
に
答
申
し
て
、
2
月
１４

日
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
理
由
と
し
て
、「
勝
山
左
義
長
は
、

そ
の
規
模
の
面
か
ら
も
内
容
の
多
彩
さ
か
ら

も
、
県
内
で
も
っ
と
も
特
徴
を
持
っ
た
左
義

長
で
あ
り
、
県
指
定
文
化
財
に
値
す
る
価
値

を
持
つ
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

勝
山
左
義
長
の
歴
史

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
は
、
小
笠
原
氏
が
勝

山
に
入
封
し
た
約
3
0
0
年
前
か
ら
続
く
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
延
元
年
（
１
7
4
8
）

に
「
郡
町
（
上
郡
・
下
郡
の
あ
た
り
）
が
藩

か
ら
火
災
の
恐
れ
を
指
摘
さ
れ
て
、
は
や
す

場
所
（
ど
ん
ど
の
意
）
を
向
か
い
の
田
ん
ぼ

に
移
し
た
」
ま
た
、
明
和
元
年
（
１
7
6
4
）

に
「
左
義
長
櫓
を
建
て
た
け
れ
ど
も
、
藩
主

が
仏
参
り
を
す
る
の
に
交
通
の
妨
げ
に
な
る

と
し
て
、
一
旦
解
体
を
命
じ
ら
れ
た
」
と
、

文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
当
時
か
ら
ま
ち
な
か
に
櫓
（
今
の
櫓
と

は
形
も
大
き
さ
も
違
う
と
さ
れ
る
）
が
建
ち
、

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
い

知
れ
ま
す
。

フィナーレとなるどんど焼きでは、雪でまっ白になった
弁天河原に14のご神体が立ち、五穀豊穣を願う火柱が
あがりました

まつりは夜遅くまで続きました
が、多くの人が華やかな舞台を
見つめていました


